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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    鳥  ハハジマメグロ 
木  タコノキ            魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水量

1/28 現在 

父島 

100/100 

母島  

97.8/100 

12 月気象状況(父島)

最高気温   25.6℃ 

最低気温   14.1℃ 

平均気温   20.8℃ 

平均湿度   75％ 

月降水量  119.5mm

住民基本台帳登録者数（１/１） 

             2,392 人 

             父島      母島   

  人口      1,932 人   460 人 

  世帯      1,053     239 

短期滞在者     15 人     82 人 

                                               

  

Ｔ
Ｓ
Ｌ
の
実
用
化
が
確
定
!! 

 

超
高
速
船
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー（
Ｔ
Ｓ
Ｌ
）

に
つ
い
て
は
、
保
有
者
で
あ
る 

㈱
テ
ク
ノ
・
シ
ー 

ウ
ェ
イ
ズ
と
建
造
者
で
あ
る
三
井
造
船
㈱
と
の
間
で

造
船
契
約
が
、
ま
た
運
航
者
と
な
る
小
笠
原
海
運
㈱

と
の
間
で
傭
船
契
約
が
締
結
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、

去
る
１
月
15
日
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
（
浜
松
町
）

内
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
契
約
締
結
の
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

調
印
式
に
は
、
宮
澤
村
長
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省

徳
留
海
事
局
長
、
日
本
政
策
投
資
銀
行 

平
木
次
長
、

日
本
郵
船
㈱ 

大
槻
企
画
グ
ル
ー
プ
長
な
ど
の
関
係

者
が
招
か
れ
、
テ
ク
ノ
・
シ
ー
ウ
ェ
イ
ズ
㈱ 

山
内
社

長
、
三
井
造
船
㈱ 

矢
吹
常
務
、
小
笠
原
海
運
㈱ 

齋

藤
社
長
に
よ
る
調
印
を
見
届
け
ま
し
た
。 

 

こ
の
造
船
契
約
お
よ
び
傭
船
契
約
が
締
結
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
政
府
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
Ｔ
Ｓ
Ｌ
の
就
航
が
、

小
笠
原
航
路
で
初
め
て
実
用
化
さ
れ
る
こ
と
が
確
定

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

村
で
は
こ
れ
を
受
け
、
関
係
諸
団
体
と
も
協
力
し

な
が
ら
平
成
17
年
春
の
就
航
に
向
け
、
村
内
の
受
入

態
勢
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

              

◎
Ｔ
Ｓ
Ｌ
村
民
説
明
会
の
開
催 

  

超
高
速
船
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー（
Ｔ
Ｓ
Ｌ
）

の
小
笠
原
航
路
就
航
に
向
け
て
、
村
民
の
方
へ
の
Ｔ

Ｓ
Ｌ
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

Ｔ
Ｓ
Ｌ
に
関
す
る
概
要
と
現
況
に
つ
い
て
報
告
し
、

併
せ
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
12
日
（
水
）
午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
13
日
（
木
）
午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

   

母
島
保
育
園
委
託
職
員
募
集 

  

母
島
保
育
園
の
保
育
業
務
委
託
職
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

 

【
受
験
資
格
】
保
育
士
免
許
所
持
者 

（
年
齢
・
性
別
・
学
歴
不
問
） 

【
契
約
期
間
】
平
成
15
年
４
月
１
日 

～
平
成
16
年
３
月
31
日 

【
勤
務
場
所
】
母
島
保
育
園 

【
待 

 

遇
】
小
笠
原
村
給
与
条
例
等
に
よ
る 

【
採
用
人
員
】
若
干
名 

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査 

【
申
込
締
切
】
２
月
14
日
（
金
） 

【
そ 

の 

他
】 

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

保
育
園
児
募
集 

 

平
成
15
年
度
父
島
保
育
園
・
母
島
保
育
園
の

入
園
児
（
平
成
15
年
４
月
入
園
）
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。 

 ◎
父
島
保
育
園 

【
入
園
資
格
】 

 

○
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
保
護
者
の
労
働
、

疾
病
等
の
理
由
に
よ
り
保
育
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
幼
児 

○
右
記
以
外
の
幼
児
で
、
平
成
16･

17
年
度 

 

就
学
予
定
の
幼
児
（
た
だ
し
、
平
成
17
年

度
就
学
予
定
の
幼
児
に
つ
い
て
は
、
総
定

員
60
名
の
範
囲
内
で
受
け
入
れ
ま
す
。
） 

【
申
込
用
紙
配
布
・
受
付
期
間
】 

 
 

２
月
10
日
（
月
）
～
19
日
（
水
） 

【
説
明
会
】 

 

《
日
時
》
２
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
～ 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

※
新
規
募
集
園
児
と
と
も
に
在
園
児
で
引
き

続
き
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
も
新
た
に
申

請
が
必
要
で
す
。 

 

◎
母
島
保
育
園 

【
入
園
資
格
】 

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月 

 

 

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児 

【
申
込
用
紙
配
布
・
受
付
期
間
】 

 
 

２
月
17
日
（
月
）
～
28
日
（
金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

父
島 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

    

ＮＯ．４６４ 

平成 15 年(2003) 

２/１(土) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

ＴＳＬ造船契約・傭船契約調印式  
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年
間
業
務
委
託
の
入
札 

  

村
で
は
、
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
行
う
年
間
業

務
委
託
に
つ
い
て
の
入
札
を
２
月
下
旬
か
ら
３
月
に

か
け
て
行
う
予
定
で
す
。 

 

予
定
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
業
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担
当
課 

①
庁
舎
清
掃
委
託
（
父
島
） 

 
 

総

務

課 

②
庁
舎
清
掃
委
託
（
母
島
） 

 
 

母
島
支
所 

③
診
療
所
清
掃
委
託
（
父
島
） 

 

診

療

所 

④
診
療
所
清
掃
委
託
（
母
島
） 

 

診

療

所 

⑤
ご
み
処
理
業
務
委
託
（
父
島
） 

村

民

課 

⑥
ご
み
処
理
業
務
委
託
（
母
島
） 

母
島
支
所 

⑦
商
工
観
光
会
館
清
掃
委
託 

 
 

産
業
観
光
課 

⑧
し
尿
処
理
施
設
業
務
委
託 

 
 

建
設
水
道
課 

⑨
浄
水
場
業
務
委
託 

 
 
 
 
 

建
設
水
道
課 

⑩
水
道
メ
ー
タ
検
針
業
務
委
託
（
父
島
） 

建
設
水
道
課 

⑪
電
気
工
作
物
保
守
委
託 

 
 
 

建
設
水
道
課 

 

発
注
予
定
表
は
２
月
中
に
役
場
本
庁
舎
内
の
掲
示

板
に
掲
示
す
る
予
定
で
す
。 

 

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
資
格
等
が
必
要
な
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
各
事
業
担

当
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
入
札
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
村
へ

の
業
者
登
録
が
必
要
で
す
。
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て

は
、
財
政
課
財
政
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

        

祝  成  人 
 

今年めでたく成人され、大人の仲間入りをされた方々を紹介い

たします。（生年月日順 敬称略） 

【父島】 

 《男性》 

永井健太郎  水 野  雄  稲田 正人  鈴木 一平 

吉本 省英  瀬 堀  翔  古賀 力也  岡田 憲明 

白川 陽介  南 雲  純  古谷 庸高  森脇 琢也 

 《女性》 

   深澤 由紀  鈴木真理亜  菊池  悠  桐川 美紅 

   鯰江まゆ子  安藤 和帆  宮川 真奈  池田たまな 

   冨 岡  恵 

【母島】 

 《男性》 

   折田 雅敏  森   洋 
 

記念式典を父島は１月２日に地域福祉センター（出席者 14

名）、母島は３日に村民会館（出席者2名）で行いました。 

出席者は一人ずつ、成人の誓いの言葉を力強く述べました。 

今後の新成人の皆様のご活躍を祈念いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小笠原村／小笠原村教育委員会 

小 笠 原 村 消 防 団 出 初 式 
 
小笠原村消防団出初式が、１月１３日に父島二見港第一物揚

場で、また、１月７日には母島沖港岸壁で、小笠原村消防団母

島分団出初式が挙行されました。 

父島母島とも当日は晴天に恵まれ、式典、放水演習ともに無

事終了しました。式典終了後は、父母両島のたくさんの子供た

ちを消防自動車に乗せて走り、消防団員との交流を図りました。

【東京都消防協会優良消防団表彰】 

小笠原村消防団 

【勤続30年特別表彰】 

鈴木 義夫  （母島） 

【小笠原村長特別功労章】 

田中 美一 （父島） 杉浦 正明  （父島） 

【小笠原村長功労賞】 

田村 和光  （父島） 森本 真吾 （父島） 

  松原 邦雄 （父島） 東城 輝明 （父島） 

  大井 康代 （父島） 長吉 匠己 （父島） 

  森本 かおり（父島） 和田  元 （母島） 

【日本消防協会勤続表彰】 

山崎  止 （母島） 

【東京都消防協会優良表彰】 

浅沼 一雄 （父島） 田村 和光 （父島） 

【東京都消防褒章】 

赤石 一昌 （父島） 

 

【 

父 

島 

新 

成 

人 

】 

 

【 

母 

島 

新 

成 
人 
】 

 

【 

父 

島

表

彰

者

】 

 

【 

母

島

分

団

閲

団 

】 



  NO．464    平成 15（2003）年 2 月 1 日（土）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-3- 

                                       

                                       

                                       

                                       

 

 所得の申告（確定申告と村都民税申告） 
 

平成１５年１月１日現在、小笠原村に住んでいる方は、平成１４年中（１月１日～１２月３１日）の所得の申告が必要です。 

申告は、国税（所得税）の申告「確定申告」と、地方税（村・都民税）の申告「村・都民税申告」の２種類があります。 

確定申告をした方は、村・都民税申告が不要となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。 

また、国税庁のホームページ(http://www.nta.go.jp/)では、詳しい税金の情報を見ることができますのでご利用ください。 

【申告期間】平成１５年２月１６日(日)～３月１５日(土) ※窓口業務は２月１７日(月)からになります 

【受付場所】財政課税務係、母島支所庶務係、芝税務署で相談・申告を受け付けます。必要書類を持参の上、お気軽にご相談く 

ださい。※申告期間内には、芝税務署による出張相談も開催されますのでご利用ください。 
 

 

【 所得の申告をしなくてもよい方 】 
 

（１）給与のみの所得者で、給与の年末調整が済んでおり、事業所(給与支払者)から村へ給与支払報告書が提出されている方。 

※年末調整が行われているかどうかは、事業所(給与支払者)へ直接ご確認ください。 

（２）収入が年金のみで、扶養親族等の申告を年金支払者(社会保険庁等)に提出している方。 

 

【 申告により税金が戻ってくる方 】 
 

給与所得者で次の場合は、確定申告により税金

が還付される場合があります。 
 

（１）マイホームを住宅ローンで取得した場合 

（２）多額の医療費を支払った場合 

（３）退職などにより、年末調整を受けていない

場合 

（４）災害や盗難にあった場合 

（５）寄付金を支払った場合 

 

 

【 国への申告(確定申告)が必要な方 】 

（１）一般の場合 

事業を営んでいる方、不動産収入のある方などで、所得金額の合計額

が所得控除額の合計額を超える方(算出税額がある方) 

※所得税の算出税額がなく確定申告が不要な方は、村・都民税申告をし

てください。 

（２）給与所得者(サラリーマン)の場合 

大部分の方は、年末調整によって一年間の所得税の納税は完了してい

るため、確定申告の必要はありませんが、次のいずれかに該当する場合

は申告が必要です。 

○給与、賃金、報酬など(パート、アルバイトを含む)の合計収入が１０３ 

万円以上あり、所得税の源泉徴収をされていない方。 

○給与の年収が、２,０００万円を超える方。 

○給与所得と退職所得以外の所得の合計額が２０万円を超える方。 

○給与を２ヶ所以上から受けている方。 

（３）土地や建物を売却された方。 

（４）退職金の支払いを受けた方で、次の要件のいずれにも該当する方。 

○退職金の支払いを受ける時に、｢退職所得の受給に関する申告書｣を提出 

しないで、２０％の税率で源泉徴収された方。 

○その退職所得について正規の方法で税額を計算した場合に、その税額が 

源泉徴収された金額よりも多くなる方。 

 

【 作成にあたって 】 
 

｢確定申告の手引き｣等を参考にして、次の点に

注意して記入して下さい 
 

（１）平成１４年分の所得税については、昨年に

引続き、定率減税(控除率２０％上限２５万

円)が実施されています。 

（２）白色申告で、事業所得・不動産所得・山林

所得のある人は、必ず「収支内訳書」を添

付してください。 

 

 

【 国民健康保険被保険者の方等は、収入がなくても申告を！ 】 
 

所得の申告は、みなさんの国民健康保険税・保育料の算定や、児童手当・出産費用補助金等の各種福祉手当の大切な基礎資料と

なります。申告がないと、国民健康保険税の軽減ができなくなるほか、非課税証明書等の各種証明書の発行ができません。収入が

ない方も、村・都民税申告にご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    ●税に関する問合せ先  

財政課税務係 ２－３１１２ 

芝税務署   ０３―３４５５―０５５１ 

 

贈与税の申告について 
 

親や兄弟等、個人から年間１１０万円を超える財産をもらったときには、

贈与税の申告が必要です。また、次のような場合にも、贈与があったこと

になります。 

○ 土地、家屋、株式の名義を変えた場合 

○ 親子や夫婦などが資金を出し合って共同で土地や家屋を買ったが、 

これらの名義とその資金の負担割合が異なる場合 

【申告期間】２月１日(土)～３月１５日(水) 

※窓口業務は２月３日(月)からになります。 

 

 

個人事業者の消費税の確定申告 
 

【確定申告をしなければならない方】 

○ 基準期間(平成１２年分)の課税売上高が 

３,０００万円を超える事業者 

○ 消費税課税事業者選択届出書を提出した 

事業者 

【申告納税期間】３月３１日(月)まで 
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固
定
資
産
税
の
納
期 

 
平
成
14
年
度
固
定
資
産
税
の
第
４
期
納
期
限
は
、

２
月
28
日
（
金
）
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

郵
便
局
ま
た
は
農
協
か
ら
の
自
動
払
込
を
申
し
込

ま
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 
２
―
３
１
１
２ 

 

芝
税
務
署
の
出
張
相
談 

 

芝
税
務
署
の
出
張
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方
や
、
贈
与
税
、

消
費
税
な
ど
の
税
務
相
談
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
19
日
（
水
）、
20
日
（
木
） 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
は
除
く
） 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
24
日
（
月
）
～
26
日
（
水
） 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
は
除
く
） 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
相
談
時
に
必
要
な
書
類
】 

収
入
や
経
費
の
明
細
、
源
泉
徴
収
票
、
生
命

保
険
料
・
損
害
保
険
料
の
証
明
書
等
お
よ
び
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
書
用

紙
な
ど
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

    

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

飼
い
犬
・
飼
い
ネ
コ
を
適
正
に
飼
養
し
、
む
や
み

な
繁
殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な

い
こ
と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
日 

 

程
】
２
月
15
日
（
土
）
、
16
日
（
日
） 

【
場 

 

所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
予
約
期
間
】
２
月
３
日
（
月
）
～
13
日
（
木
） 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
受
診
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

○
申
込
数
に
よ
っ
て
は
、
今
回
の
診
療
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 
●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
環
境
衛
生
係 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

父
島
野
ネ
コ
対
策
事
業 

  

野
ネ
コ
の
捕
獲
は
、
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
、
村
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

捕
獲
し
た
ネ
コ
に
は
不
妊
去
勢
手
術
を
施
し
、
新

た
な
野
ネ
コ
の
繁
殖
を
防
ぎ
ま
す
。
貴
重
な
小
笠
原

の
自
然
環
境
・
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
、
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
母
島
で
は
、
随
時
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
捕
獲
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
母
島
支

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
捕
獲
予
定
期
間
】
２
月
１
日
（
土
）
～
19
日
（
水
） 

【
捕
獲
予
定
地
域
】 

西
町
、
東
町
、
奥
村
、
清
瀬
、
境
浦 

 

※
そ
の
他
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
地
域
が
あ
れ
ば

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

               

２
月
は
家
電
の
搬
出
月 

 

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン･

テ
レ
ビ･

冷
蔵
庫･

洗
濯
機

は
毎
偶
数
月
に
共
勝
丸
で
島
外
搬
出
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
程
は
決
ま
り
次
第
、
村
掲
示
板
と
防
災
無
線

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

東
京
法
務
局
に
よ
る
行
政
相
談 

 

村
内
の
不
動
産
に
関
す
る
登
記
を
所
轄
す
る
、
東

京
法
務
局
の
不
動
産
登
記
官
に
よ
る
行
政
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。 

不
動
産
登
記
に
関
す
る
疑
問
、
お
悩
み
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
２
月
26
日
（
水
）
午
前
９
時
～
正
午 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
費
用
】
無
料 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
用
地
係 

 
２
―
３
１
１
２ 

野
ヤ
ギ
駆
除
事
業
の
実
施 

 

村
で
は
、
増
え
過
ぎ
た
野
ヤ
ギ
に
よ
る
農
業
被
害

の
防
止
の
た
め
、
環
境
省
及
び
東
京
都
の
許
可
を
受

け
、
銃
器
を
使
用
し
た
野
ヤ
ギ
駆
除
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

毎
年
、
10
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
東
京
都
猟
友

会
小
笠
原
支
部
の
協
力
に
よ
り
、
月
２
回
程
度
の
駆

除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
も
、
１
月
中
旬
ま
で
に
６
回
実
施
し
、
約

１
０
０
頭
の
野
ヤ
ギ
を
駆
除
し
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
３
月
ま
で
更
に
駆
除
作
業
を
続
け
て
い

き
ま
す
が
、
銃
器
を
使
用
し
た
危
険
な
作
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
安
全
を
最
優
先
し
、
次
の
事
項
を
基
本

と
し
て
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。 

○
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
は
実
施
し
な
い
。 

○
観
光
客
の
多
い
繁
忙
期
は
実
施
し
な
い
。 

○
民
家
の
近
く
で
は
実
施
し
な
い
。 

○
弾
の
飛
ぶ
方
向
や
近
く
に
家
屋
や
構
造
物
の
あ 

 
 

る
と
こ
ろ
で
は
実
施
し
な
い
。 

○
前
日
と
当
日
に
防
災
無
線
に
よ
り
周
知
を
図
る
。 

○
そ
の
他
、
銃
器
を
使
用
す
る
際
の
安
全
確
保
を 

 

十
分
に
行
う
。 

な
お
、
駆
除
の
前
日
と
当
日
は
、
当
該
地
域
へ
の

立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
立
ち

入
る
場
合
は
、
事
前
に
産
業
観
光
課
へ
電
話
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

宿
泊
業
の
方
は
、
宿
泊
の
お
客
様
へ
も
周
知
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
１
月
11
日
～
１
月
19
日 

・
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
造
船
契
約
、
傭
船

契
約
調
印
式
出
席 

・
年
始
挨
拶
（
各
関
係
機
関
） 

な
ど 

 

ペットボトルの分別方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲料・酒・しょうゆ用の   マークがある

ボトルだけが対象です。 
 

●問合せ先 村民課環境衛生係２－３１１３

 

① キャップをはずす
  （ラベルはとらない） 

② 中を軽くすすぐ

③ 踏みつぶす  
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ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
講
習
会
希
望
調
査 

 
（
財
）
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
振
興
協
会
で
は
、

６
月
に
「
第
４
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
養
成
課
程

講
習
会
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
先
立
ち

受
講
希
望
者
を
調
査
し
ま
す
の
で
、
受
講
を
希
望
さ

れ
る
方
は
２
月
20
日
（
木
）
ま
で
に
村
役
場
総
務
課

（
２
―
３
１
１
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
実
施
予
定
日
時
】
６
月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
） 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【
場 

 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
費 

 

用
】
２
２
６
５
０
円 

【
講
習
内
容
】
法
規
６
時
間
、
無
線
工
学
４
時
間
、 

修
了
試
験
１
時
間 

 

●
講
習
会
の
内
容
に
つ
い
て 

（
財
）
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
振
興
協
会
養
成
部 

（
担
当 

金
子
）
０
３
―
５
３
９
５
―
３
２
０
５  

      

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
２
月
の
『
母

島
巡
回
労
働
相
談
』
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
２
月
24
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
大
神
山
公
園
工
事 

 

大
神
山
公
園
（
お
祭
り
広
場
）
の
便
所･

シ
ャ
ワ
ー

棟
を
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
施
設
が
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。 

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
工
期
】
１
月
下
旬
～
３
月
末 

 

◎
特
別
展
示 

「
小
笠
原
を
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
島
に
」 

 
【
期
間
】
２
月
15
日
（
土
）
～
３
月
18
日
（
火
） 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室 

 

◎
自
然
体
感
ツ
ア
ー 

 

「
歴
史
と
自
然
の
散
歩
み
ち
（
パ
ー
ト
４
）」 

 

【
日
時
】
２
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
集
合 

【
定
員
】
20
名
（
中
学
生
以
上 
要
予
約
） 

【
参
加
費
】
１
０
０
円
（
保
険
代
） 

【
持
ち
物
】 

飲
み
物
、
弁
当
、
筆
記
用
具
、
軍
手
、
帽
子 

 

◎
講
演
会 

「
50
羽
か
ら
５
千
羽
へ 

 

ア
ホ
ウ
ド
リ
の
復
活
を
目
指
し
て
」 

 

【
講
師
】
長
谷
川 

博
（
東
邦
大
学
助
教
授
） 

【
日
時
】
２
月
24
日
（
月
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
定
員
】
１
０
０
人
（
予
約
不
要
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係
２
―
２
１
２
３ 

原
付
免
許
試
験
実
施 

 

【
日 

 

時
】
２
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
～ 

（
合
格
者
に
は
後
日
実
技
講
習
あ
り
） 

【
場 

 

所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

【
試
験
科
目
】
交
通
法
令
等
の
学
科
試
験 

【
試
験
に
必
要
な
も
の
】 

 
 

住
民
票
、
鉛
筆
、
黒
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
、 

 
 

写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
４
㎝
）、 

 
 

受
験
手
数
料 

３
４
０
０
円 

 
 

※
お
釣
り
の
無
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
２
月
14
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 

※
申
込
用
紙
は
警
察
署
で
配
布
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

母
島
全
島
停
電 

 

東
京
電
力
母
島
発
電
所
で
は
、
発
電
所
電
気
設
備

の
法
定
点
検
の
た
め
母
島
全
島
停
電
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

皆
様
に
電
気
を
安
全
に
お
届
け
す
る
た
め
の
点

検
で
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

父
島
発
電
所
に
つ
い
て
は
３
月
13
日
（
木
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
（
詳
細
は
別
途
連
絡
い
た
し
ま

す
。） 

【
日
時
】
２
月
５
日
（
水
）
午
前
１
時
～
３
時 

【
範
囲
】
母
島
全
域 

 
●
問
合
せ
先 

東
京
電
力
母
島
発
電
所 

 
 

３
―
２
４
３
１ 

       

小
笠
原
中
学
校 

「
学
習
発
表
会
・
公
開
授
業
」 

 

展
示
発
表
会
と
公
開
授
業
を
開
催
し
ま
す
。 

日
頃
の
教
育
活
動
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

【
内
容
】 

 
 

通
常
授
業
の
公
開
、ブ
ラ
ス
演
奏
、全
校
合
唱
、

ク
ラ
ス
展
示
、
各
教
科
の
作
品
、
母
島
中
学
校
生

徒
の
作
品
お
よ
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
品
の
展
示
発
表 

【
日
時
】
２
月
８
日
（
土
） 

 
 

授
業
公
開 

 

午
前
８
時
20
分
～
10
時
10
分 

 
 

ブ
ラ
ス
演
奏 

午
前
11
時
20
分
～
正
午 

 
 

展
示
見
学 

 

午
前
８
時
20
分
～
午
後
３
時 

【
場
所
】
小
笠
原
中
学
校
校
舎
内
お
よ
び
体
育
館 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 

 

税
務
相
談
会 

 

商
工
会
で
は
、
税
務
関
係
の
専
門
家
で
あ
る
税
理

士
を
招
き
「
税
務
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

確
定
申
告
や
日
常
の
記
帳
方
法
な
ど
税
務
関
係
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
税
理
士
と
個
別
に
話
が
で

き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
13
日
（
木
） 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
は
除
く
） 

《
場
所
》
商
工
観
光
会
館
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
14
日
（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
６
時 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
は
除
く
） 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 
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小
型
船
舶
免
許
の
更
新
講
習
（
母
島
） 

 
今
回
の
更
新
受
講
者
は
、有
効
起
算
日
が
平
成
15

年
４
月
10
日
か
ら
平
成
16
年
７
月
９
日
ま
で
の
方

と
な
り
ま
す
。（
有
効
期
限
が
平
成
15
年
４
月
９
日

以
前
の
方
は
失
効
講
習
を
行
い
ま
す
。） 

【
日
時
】
４
月
11
日
（
木
）
正
午
～
午
後
３
時 

※
失
効
講
習
は
夕
方
ま
で 

【
場
所
】
母
島
村
役
場
大
広
間 

【
申
込
締
切
】
３
月
10
日(

月) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
母
島
漁
業
協
同
組
合
（
担
当 

大
友) 

３
―
２
３
１
１ 

 

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

短
期
パ
ー
ト
職
員
募
集 

 

【
勤
務
内
容
】
調
理
等
食
事
サ
ー
ビ
ス
業
務 

【
勤
務
期
間
】
３
月
３
日
～
４
月
10
日
（
予
定
） 

※
事
前
研
修
あ
り 

【
勤 

務 

日
】
週
２
日
以
上 

【
勤
務
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分 

【
採
用
人
員
】
若
干
名 

【
募
集
期
間
】
２
月
３
日
（
月
）
～
２
月
12
日
（
水
） 

【
そ 

の 

他
】 

調
理
師
免
許
所
持
者
お
よ
び
経
験
者
歓
迎 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 

（
明
老
会
）
２
―
３
９
１
１ 

 

小
笠
原
文
化
サ
ー
ク
ル 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

 

小
笠
原
文
化
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
主
催
に
よ
る
小
笠

原
文
化
サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。 

 
 

後
日
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
文
化
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 
 
 
 
 
 

代
表 

志
村
陽
子 

２
―
２
６
４
３ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

【
新
し
い
児
童
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
】 

都
立
多
摩
図
書
館
よ
り
１
７
７
８
冊
（
約
２

０
０
万
円
相
当
）
の
再
活
用
資
料
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
新
品
の
児
童
書
で
す
。 

現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
お
手
伝
い
い

た
だ
い
て
配
架
作
業
を
し
て
い
ま
す
。 

【
２
、
３
月
は
、
図
書
整
理
期
間
で
す
】 

行
方
不
明
の
本
が
多
く
利
用
者
の
方
々
に

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室
や
前
父
島
村
民
会
館
名
の
本
が
あ
り
ま

し
た
ら
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。 

誰
が
い
つ
借
り
た
か
な
ど
、
わ
か
ら
な
く
て

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
旨
を
メ
モ
で
お
書

き
添
え
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
図
書
の
寄
贈
に
つ
い
て
】 

図
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
際
は
、
次
の
こ

と
を
大
体
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
小
笠
原
に
関
連
す
る
本 

○
貴
重
な
本 

○
最
近
３
年
間
の
新
刊
本 

当
館
や
、
小
中
学
校
図
書
室
に
配
架
で
き
な

い
本
は
、
社
協
に
寄
付
し
、
障
害
者
（
児
）
の

自
立
支
援
事
業
に
活
用
さ
れ
る
か
、
リ
サ
イ
ク

ル
図
書
と
し
て
利
用
者
に
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

   

社
会
福
祉
協
議
会
非
常
勤
職
員
募
集 

 

◎
居
宅
介
護
お
よ
び
介
護
予
防
事
業
職
員 

 

【
職
種
及
び
採
用
人
員
】 

看
護
師
ま
た
は
介
護
福
祉
士 

若
干
名 

【
採
用
予
定
年
月
日
】
平
成
15
年
５
月
１
日
以
降 

【
勤
務
場
所
】
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
父
島
） 

【
受
験
資
格
】 

年
齢
・
学
歴
不
問
、
要
自
動
車
運
転
免
許 

 

※
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
等
資
格
を
有
し
た
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
経
験
者
歓
迎 

【
試
験
日
お
よ
び
会
場
】 

①
３
月
７
日
（
金
） 

島
し
ょ
振
興
公
社 

②
３
月
９
日
（
日
） 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
選
考
方
法
】 

口
述
試
験
（
申
込
時
に
課
題
提
出
あ
り
） 

【
申
込
締
切
】
２
月
28
日
（
金
）
ま
で 

【
そ 

の 

他
】
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
指
導
員 

 

【
職
種
及
び
採
用
人
員
】
保
育
指
導 

若
干
名 

【
採
用
予
定
年
月
日
】
平
成
15
年
４
月
１
日 

【
勤
務
場
所
】
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
父
島
） 

【
受
験
資
格
】 

幼
稚
園
教
諭
免
許
ま
た
は
保
育
士
資
格
を
有
し
、 

か
つ
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

【
試 

験 

日
】
３
月
２
日
（
日
） 

【
試
験
会
場
】
小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
選
考
方
法
】 

口
述
試
験
（
申
込
時
に
課
題
提
出
あ
り
） 

【
申
込
締
切
】
２
月
18
日
（
火
）
ま
で 

【
そ 

の 
他
】
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会  

２
―
２
４
８
６ 

  

ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
入
会
児
募
集 

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会『
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
』

入
会
児
（
平
成
15
年
４
月
入
会
）
を
募
集
し
ま
す
。 

【
入
会
資
格
】 

①
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
平
成
10
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児 

②
保
護
者
（
で
き
れ
ば
両
親
）
が
社
会
福
祉
協
議

会
の
会
員
の
方 

③
保
護
者
が
活
動
に
参
加
で
き
る
方 

④
右
記
以
外
で
、
特
に
会
長
が
必
要
と
認
め
た
方 

【
募
集
期
間
】
２
月
10
日
（
月
）
～
13
日
（
木
） 

【
募
集
人
数
】
20
名
程
度 

【
費
用
負
担
】 

入
会
費
、
教
材
費
、
運
営
費
お
よ
び
補
助
員
雇

用
費
用
な
ど
の
月
々
負
担
あ
り 

 

【
説
明
会
】 

《
日
時
》
２
月
６
日(

木)

午
後
２
時
～ 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
そ
の
他
】 

○
引
き
続
き
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
も
新
た
に

申
請
が
必
要
で
す
。 

○
入
会
案
内
、
入
会
申
請
書
は
説
明
会
で
お
配
り

し
ま
す
。 

※
今
年
度
は
児
童
数
の
増
加
に
よ
り
定
員
を
超
え

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
今

ま
で
の
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
の
形
態
を
変
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
入
会
説
明
会
に
は
必
ず
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 
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乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
、
４
ヵ
月
、
６
ヵ
月
、
９
ヵ
月
、 

１
歳
６
ヵ
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
２
月
13
日
（
木
）
午
後
２
～
４
時 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 
 
 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

育
児
学
級
（
父
島
） 

 

育
児
学
級
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

【
内 

容
】
初
め
て
の
歯
科
ケ
ア 

【
対
象
者
】
１
歳
前
後
の
お
子
様
お
よ
び
保
護
者 

【
日 

時
】
２
月
20
日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

介
護
者
教
室 

 

明
老
会
で
は
介
護
者
教
室
を
実
施
し
ま
す
。 

今
回
は
車
椅
子
や
杖
歩
行
の
介
助
を
実
際
に
屋
外

に
出
て
体
験
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
や
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
動
き

や
す
い
服
装
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
２
月
15
日
（
土
） 

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ル
ー
ム
お
よ
び
道
路 

※
雨
天
の
場
合
は
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内 

 

●
問
合
せ
先 

明
老
会
（
金
児
） 

２
―
３
９
１
１ 

   

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め 

パ
ー
ト 

20 

「
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

～
固
有
植
物
は
Ａ
級
!?
～
」 

 
小
笠
原
に
は
タ
コ
ノ
キ
や
シ
マ
ホ
ル
ト
ノ
キ
な

ど
の
固
有
植
物
が
生
育
し
て
い
て
、
自
生
し
て
い
る

５
０
０
種
の
高
等
植
物
の
う
ち
約
40
％
が
固
有
種

で
す
。
学
術
的
に
貴
重
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
観
光
資
源
と
し
て
の
魅
力
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？ （

財
）
日
本
交
通
公
社
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
財
団
）
が
観
光

資
源
と
し
て
の
「
小
笠
原
諸
島
の
固
有
植
物
」
を
全

国
の
観
光
資
源
と
比
べ
た
資
料
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
に
よ
る
と
「
小
笠
原
諸
島
の
固
有
植
物
」
は

何
と
「
日
光
の
華
厳
の
滝
」
「
北
海
道
の
大
雪
山
」

「
青
森
の
ね
ぶ
た
祭
り
」「
金
沢
の
兼
六
園
」と
同
等

の
ラ
ン
ク
Ａ
級
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ン
ク
Ａ

級
は
全
国
で
３
６
０
件
し
か
登
録
さ
れ
て
お
ら
ず

「
観
光
誘
致
力
は
全
国
的
で
、
観
光
重
点
地
域
の
原

動
力
と
し
て
重
要
な
役
割
を
も
つ
も
の
」
と
さ
れ
て

お
り
、
最
上
級
（
特
Ａ
級
）
の
「
富
士
山
」「
尾
瀬
ヶ

原
」「
法
隆
寺
」な
ど
に
準
じ
る
観
光
資
源
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

小
笠
原
に
は
、
も
う
一
つ
ラ
ン
ク
Ａ
級
の
観
光
資

源
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
南
島
の
海
岸
カ
ル
ス
ト

地
形
」
で
す
。
ち
な
み
に
Ｂ
級
に
は
「
ジ
ョ
ン
ビ
ー

チ
・
ジ
ニ
ー
ビ
ー
チ
」「
小
港
海
岸
」「
母
島
の
南
崎
」、

Ｃ
級
に
は
「
宮
之
浜
」「
三
日
月
山
」「
乳
房
山
」
な

ど
が
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
ク
ジ
ラ

に
つ
い
て
は
評
価
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
財
団
に
よ
る
と
「
小
笠
原
に
は
観
光
客
の

感
性
を
引
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
価
値
の

伝
わ
る
自
然
資
源
が
多
い
の
で
、
観
光
資
源
の
見
せ

方
や
伝
え
方
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。（
離
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
資
料
）」と
の
事
で
す
。つ
ま
り
、

ガ
イ
ド
の
見
せ
方
や
伝
え
方
次
第
で
「
小
笠
原
諸
島

の
固
有
植
物
」
が
「
日
光
の
華
厳
の
滝
」
と
同
じ
程

度
の
観
光
誘
致
力
に
な
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
「
小
笠
原
諸
島
の

固
有
植
物
」
は
「
南
島
の
海
岸
カ
ル
ス
ト
地
形
」
と

同
様
に
大
切
な
観
光
資
源
と
し
て
保
全
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。 

※
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化

の
保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地
域

振
興
す
る
と
い
う
考
え
方
。 

 

第
15
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（
勉
強
会
） 

【
内 

容
】 

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
見
て
学
ぼ
う
！
」 

船
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
見
に
行
き
、
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
Ｏ
Ｗ
Ａ
主
任
研
究
員
（
ク
ジ
ラ
博
士
）
も
同

乗
し
ま
す
。 

【
日 

時
】
２
月
22
日
（
土
） 

※
中
止
の
場
合
は
23
日
に
延
期 

①
午
前
の
部 

午
前
９
時
～
正
午
（
予
定
） 

②
午
後
の
部 

午
後
１
時
～
４
時
（
予
定
） 

【
参
加
費
】
千
円
（
保
険
代
、
資
料
代
と
し
て
） 

【
定 
員
】
20
名
程
度 

【
申
込
期
間
】
２
月
17
日
（
月
）
午
前
８
時
～ 

【
参
加
資
格
】
Ｏ
Ｗ
Ａ
認
定
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー 

お
よ
び
18
才
以
上
の
村
民
の
方 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
20 

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
増
え
て
い
る
の
？ 

  

冬
の
海
真
っ
盛
り
！
の
小
笠
原
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本

格
的
な
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
到
来
の
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

父
島
で
は
三
日
月
山
を
は
じ
め
、
初
寝
浦
展
望
台

や
千
尋
岩
か
ら
、
母
島
で
は
新
夕
日
丘
、
鮫
ヶ
崎
や

小
富
士
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
か
ら
、
頻
繁
に
ザ

ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
一
昔
前
は
、
こ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
が
島
の
周
り
で
観
察
さ
れ
る
事
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。 

「
と
い
う
こ
と
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
増
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
？
」
と
、
単
純
な
疑
問
に
み
な
さ
ん
ぶ

つ
か
る
と
思
い
ま
す
。 

 

世
界
各
国
の
沿
岸
海
域
に
来
遊
す
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
は
、
商
業
捕
鯨
に
よ
り
激
減
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
１
９
６
６
年
国
際
捕
鯨
委
員
会
に

よ
る
世
界
的
な
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
捕
鯨
禁
止
以
降
、

直
接
そ
の
生
息
数
を
脅
か
す
人
間
の
手
か
ら
は
免
れ

て
い
ま
す
。 

現
在
の
生
息
数
に
関
し
て
、
世
界
各
海
域
で
研
究

者
た
ち
が
様
々
な
方
法
を
用
い
て
、
算
出
を
試
み
て

い
ま
す
。
代
表
的
な
方
法
は
、
皆
さ
ん
に
も
お
な
じ

み
の
尾
ビ
レ
の
Ｉ
Ｄ
写
真
を
用
い
た
個
体
識
別
法
で

す
。ま
た
、計
画
し
た
線
上
を
飛
行
機
や
船
で
動
き
、

見
ら
れ
た
ク
ジ
ラ
の
数
か
ら
生
息
数
を
割
り
だ
す
ラ

イ
ン
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
法
も
あ
り
ま
す
。 

南
北
の
移
動
の
途
中
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
沿
岸

で
は
、
陸
か
ら
そ
の
数
を
数
え
、
時
間
あ
た
り
に
見

ら
れ
た
ク
ジ
ラ
の
数
で
そ
の
変
動
を
割
り
出
す
試
み

も
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
ど
の
方
法
で
行
な
わ
れ
た
調
査
も
、
ザ

ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
捕
鯨
前
の
数
に
は
ま
だ
ま
だ
お
よ
び

ま
せ
ん
が
、
増
え
て
い
る
事
を
示
し
て
い
ま
す
。 

で
は
、
本
題
の
小
笠
原
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 
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海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
９
８
８
年
か
ら
２
０
０

２
年
の
15
年
間
に
、
父
島
西
側
海
域
の
み
で
発
見
し

た
ク
ジ
ラ
の
数
を
も
ち
い
て
、
そ
の
経
年
変
化
を
調

べ
ま
し
た
。 

15
年
間
の
陸
上
調
査
で
の
発
見
数
９
８
６
４
頭

と
、
海
上
調
査
で
の
発
見
数
４
４
４
３
頭
の
調
査
時

間
１
時
間
あ
た
り
の
発
見
数
を
グ
ラ
フ
に
す
る
と
、

ど
ち
ら
も
年
を
経
て
上
が
り
調
子
で
あ
り
、
発
見
数

は
明
ら
か
に
増
え
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図

１
）。
し
か
し
、
例
え
ば
同
じ
シ
ー
ズ
ン
中
に
父
島
の

西
側
を
好
ん
で
何
度
も
や
っ
て
く
る
ク
ジ
ラ
が
増
え
、

我
々
が
そ
れ
に
気
付
か
ず
何
度
も
重
複
し
て
数
え
て

い
た
と
す
る
と
、
け
っ
し
て
来
遊
し
て
い
る
ク
ジ
ラ

が
増
え
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

こ
れ
を
確
か
め
る
た
め
、
写
真
撮
影
で
き
た
ク
ジ

ラ
の
中
か
ら
シ
ー
ズ
ン
中
の
重
複
の
撮
影
を
抜
き
、

１
５
３
５
枚
の
写
真
を
用
い
て
、
何
頭
の
ク
ジ
ラ
が

毎
年
父
島
西
側
に
来
た
か
を
見
る
と
、
発
見
頭
数
と

同
じ
く
上
が
り
調
子
に
な
り
ま
し
た
。（
図
２
）（
海

洋
セ
ン
タ
ー
未
発
表
デ
ー
タ
） 

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
発
見
数
の
経
年
の
変
動
で
あ

り
、
生
息
数
の
推
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
父
島
西

側
海
域
に
や
っ
て
く
る
ク
ジ
ラ
の
数
は
、
こ
の
15
年

間
で
明
ら
か
に
増
え
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

父
島
西
側
海
域
は
、
小
笠
原
の
中
で
ク
ジ
ラ
と
人

間
の
接
触
が
一
番
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
は
た
し
て
、

ク
ジ
ラ
が
こ
の
海
域
を
好
ん
で
来
て
い
る
の
か
？
そ

れ
と
も
小
笠
原
全
体
で
生
息
数
が
増
え
て
い
る
の

か
？
疑
問
は
残
り
ま
す
。 

 

父
島
西
側
海
域
で
見
ら
れ
た
ク
ジ
ラ
は
、
聟
島
、

母
島
、
硫
黄
島
、
沖
縄
、
さ
ら
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
ま

で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
生
息
数

に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
全
体
の
移
動
な
ど
の
情

報
も
含
め
て
解
析
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
の
調
査
研
究
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

 

 

図１　父島西側海域のザトウクジラの1時間あたりの発見頭数（1988-2002）
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図２　父島西側海域のザトウクジラの1時間あたりの識別個体数（1988-2002）
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 前立腺とは？  
前立腺は、男性の特有の生殖器のひとつです。通常は、クルミ大で、重さが約１５グ  

ラムの小さな臓器です。場所は膀胱の下方、直腸の前方にあり、尿の通り道である尿道  

の周りを取り囲んでいます。精液の一部は前立腺で作られ、精子の運動機能の保持に大  

きな役割を担っています。５０歳を過ぎると前立腺の病気が増加してきますが、その  

主なものは、前立腺肥大症と前立腺がんです。前立腺肥大症では、中を貫いている尿道 

が圧迫され狭くなることで、「尿が出にくい」「トイレの回数が多くなった」「尿をした 

後すっきりしない」などの症状が現れます。 

イギリスの論文によると、前立腺肥大症の有病率は、４０歳代で１３.８％、５０歳代 

で２３.７％、６０歳代で４３.０％、７０歳代で１３.８％です。 
 

国際前立腺症状スコアー（前立腺肥大症の重症度を評価する指標） 

結果：軽症（０～７点）、中等症（８～１９点）、重症（２０～３５点）

中等症以上の方は、診療所受診を勧めします！！ 
なし 

５回に 

１回未満 

２回に

１回未満

２回に

１回位

２回に

１回以上

ほとんど

いつも

排尿後にまだ尿が残っている感じがありますか 0 1 2 3 ４ 5 

排尿後２時間以内にトイレを我慢できなくなったことがありますか 0 1 2 3 ４ 5 

排尿途中に尿がとぎれてしまうことがありますか 0 1 2 3 ４ 5 

排尿を我慢することがつらいことがありますか 0 1 2 3 ４ 5 

尿の勢いが弱いことがありますか 0 1 2 3 ４ 5 

排尿開始時にいきむことがありますか 0 1 2 3 ４ 5 

夜寝てから朝起きるまで普通何回排尿に起きますか 0 回 1 回 2 回 3 回 ４回 5 回 

 

３０年前のなんと７倍！高齢者に多い急増中の前立腺がん  

欧米では、男性に発生するがんのうち一番多いのが前立腺がんです。日本でも急増中で、３０年前のなんと７倍、 

今後も増加が予測されています。原因は食生活の欧米化と社会の高齢化です。気をつけなくてはいけないのは、早期 

の前立腺がんは、前立腺肥大症と違って、自覚症状がありません。その為、発見が遅れることが多く、外来で発見さ 

れる前立腺がんの約４０％は、既に他の臓器に転移した状態になってしまいます。前立腺がんを､自覚症状のない早 

期に発見する方法には、①直腸検診、②経直腸的超音波検査、③前立腺特異抗原（ＰＳＡ）測定があります。ＰＳＡ検 

査は、診断精度が高く、血液検査によって簡単に調べられるもので、診療所でも実施できます。５０歳以上の男性は、

ぜひ受診されてみてはいかがでしょうか。自覚症状がない場合は、保険が適用されないこともありますので、受診さ 

れる際にご確認ください。 

  
 
 
 
 

  
 

 
 
 

けんこう通信 
健康福祉課 第５５号 

前立腺肥大・前立腺がん 

２月３日は節分の日。節分というのは立春・立夏・立秋・立冬の前日

のことで、特に立春が１年の初めと考えられることから、一般に「節分」

と言うと、この時期を指すようです。立春を新年と考えればまさに大晦

日。その為、前年の邪気を全て取りはらう追儺（ついな）の行事が行わ

れます。その代表が「豆まき」ですが、「巻き寿司の丸かぶり」はご存知

ですか？節分の夜に、太巻き寿司をラッパでも吹くかのようにくわえ、

その年の恵方（えほう）を向いて、黙って食べると、１年間良いことが

あるそうです。恵方というのはその年に美しき歳徳神がいる方角で、今

年は丙の方角（南やや東寄り）です。巻き寿司を使うのは｢福を巻き込む｣、

また包丁を使わないのは、｢縁を切らないため｣だということです。巻き

寿司を無言でパクパク。面白そうなので、今年は友人たちを誘って、や

ってみようかしら・・・。 



入港日 出港日

贈与税の申告期間（～3/15） 介護者教室（父島）

くらしの法律教室 父島動物巡回診療（～16）

父島野ネコ捕獲期間（～19） 高校図書館開放

高校図書館開放 特別展示（父島／～3/18）

くらしの総合相談（法律・税務） 「小笠原をアホウドリの島に」

・確定申告無料相談・遺言の相談 所得の申告期間（～3/15）

くらしの税の教室 原付運転免許試験（父島）

出港日 母島保育園入園児募集（～28）

父島動物巡回診療予約期間（～13）

高齢者在宅サービスセンター非常勤職員募集締切

入港日

社会福祉協議会非常勤職員

母島全島停電（午前１時～３時） （ちびっこクラブ指導員）募集締切

高校図書館開放

芝税務署出張相談（母島／～20）

入港日

定期予防接種

（三種混合、麻疹、風疹、日本脳炎） 育児学級（父島）

ちびっこクラブ入会説明会 アマチュア無線講習受講希望調査締切

出港日

父島保育園入園説明会

小笠原中学校「学習発表会･公開授業」 インタープリター養成講座

高校図書館開放 高校図書館開放

出港日 自然体感ツアー（父島）

「歴史と自然の散歩みち（ﾊﾟｰﾄ4）」

父島保育園入園児募集（～19）

ちびっこクラブ入会児募集（～13）

入港日

芝税務署出張相談（父島／～26）

母島巡回労働相談

入港日 講演会（父島）「50羽から5000羽へ

ＴＳＬ村民説明会（母島） アホウドリの復活を目指して」

高齢者在宅サービスセンター短期パート募集締切

高校図書館開放

東京法務局行政相談（父島）

ＴＳＬ村民説明会（父島） 高校図書館開放

乳幼児健診・歯科健診（父島）

税務相談会（父島） 出港日

小笠原村職員募集締切 固定資産税第4期納期限

母島保育園委託職員募集締切 社会福祉協議会非常勤職員

税務相談会（母島） （看護師・介護福祉士）募集締切

原付運転免許申込締切（父島）

行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日

5 水

日

月

16

17

火18

19 水

6 木

8 土

7 金

日付 曜日

2 日

14 金

13 木

12 水

9 日

11 火

10 月

15 土

26 水

28 金

20 木

4 火

1 土

3 月

21 金

23 日

27 木

22 土

24 月

25 火

建国記念日




